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プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
バ
ウ

ン
ダ
リ
ー
（
地
球
の

限
界
）
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。「
地
球
の
健

康
状
態
」
と
も
言
え
る
右
の
図
で
真

ん
中
の
青
い
円
の
中
に
入
っ
て
い
れ

ば
健
康
な
状
態
で
す
が
、
超
え
て
い

る
領
域
は
危
険
、
赤
い
枠
を
超
え
て

し
ま
う
と
不
可
逆
的
で
環
境
に
壊
滅

的
な
変
化
を
起
こ
す
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
す
で
に
絶
滅
の
速
度
と
窒
素
・

リ
ン
の
項
目
が
赤
い
枠
を
超
え
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
武
蔵
野
の
落
ち
葉

堆
肥
農
法
は
、生
物
多
様
性
を
育
み
、

多
量
の
化
学
肥
料
を
必
要
と
し
な
い

こ
と
か
ら
、地
球
環
境
に
寄
り
添
い
、

持
続
可
能
な
農
法
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
認

世界に貢献する落ち葉堆肥農法

定
基
準
（
P5
上
部
）
か
ら
も
、
様
々

な
面
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
貢
献
す
る

可
能
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
優
れ
た
農
法
は
、
江
戸
（
東

京
）
と
い
う
大
都
市
近
郊
で
３
６
０

年
以
上
に
わ
た
り
継
承
さ
れ
続
け
、

現
在
ま
で
開
拓
当
時
の
特
徴
的
な
景

観
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
首
都
近
郊
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
よ
う
な
農
法
、
景
観
を
残

し
て
い
る
こ
と
は
珍
し
く
、
Ｇ
Ｉ
Ａ

Ｈ
Ｓ
で
唯
一
の
首
都
近
郊
農
法
と

な
っ
て
い
ま
す
。

宣
化
・
武
蔵
野
共
同
宣
言

　
令
和
元
年
、
武
蔵
野
地
域
は
同
じ

く
都
市
近
郊
の
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
で
あ
る

ヤマ（平地林）を守り育て、落ち葉を堆肥に活用して土壌を豊かにする「武蔵野の落ち葉堆肥農法」は
地域の農業だけでなく、世界に貢献し得る可能性を秘めています。砂漠化を防ぎ、SDGs の達成に貢献
するなど…。当農法が秘める可能性に迫ります。

中
国
の
「
宣
化
の
ぶ
ど
う
栽
培
の
都
市

農
業
遺
産
」
と
「
宣
化
・
武
蔵
野
」
共

同
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
互
い
に
都
市
に
近
い
農
業
遺
産
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
開
発
需
要
の
増
大
や
担

い
手
の
減
少
な
ど
共
通
の
課
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
連
携
を
密

接
に
図
り
、
世
界
の
都
市
近
郊
に
お
け

る
農
業
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
知
恵
や
工

夫
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

世
界
へ
の
貢
献

　
世
界
的
な
重
要
性
を
示
し
て
き
た
本

農
法
は
、
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
ア
フ
リ
カ・中
国・

ア
メ
リ
カ
な
ど
発
展
途
上
国
か
ら
先
進

国
ま
で
、
海
外
か
ら
幅
広
く
視
察
を
受

け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
世
界
的
な
課
題
で
あ
る
砂
漠

化
に
対
し
て
の
有
効
性
も
示
し
て
い
ま

す
。独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、
南
米

チ
リ
、
サ
ン
ペ
ド
ロ
村
で
砂
漠
化
防
止

の
農
村
計
画
で
は
、
当
農
法
が
参
考
に

さ
れ
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
は
も
と
よ
り
、
世
界
の
都

市
近
郊
農
業
の
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
可

能
性
、
世
界
的
な
課
題
を
解
決
す
る
可

能
性
を
秘
め
た
農
法
な
の
で
す
。
■▲サンペドロ村の砂漠化防止の前（左）と後（右）

サンペドロ村 武蔵野地域

「宣化・武蔵野共同宣言」を行った宣化区長の孫氏

➊東京大学・アメリカ農家・
ニューメキシコ大学による視
察（平成 26 年）➋アフリカ
各国の行政官による視察（令
和元年）

国連食糧農業機関 世界農業遺産プログラム国連食糧農業機関 世界農業遺産プログラム
科学アドバイザリー会合委員科学アドバイザリー会合委員 八木 信行八木 信行さんさん（東京大学大学院教授）（東京大学大学院教授）

欧米では堆肥に牛糞など動物由来の原料を混ぜ込むのが普通である中、武蔵野地域の落ち葉堆
肥システムは、農家が平地林で得た落ち葉（植物由来）の原料主体で堆肥を作っている点に特
徴があります。また農家一軒分の土地を短冊形にし、屋敷、畑、平地林を規則正しく配置する
ことで、地域全体として規則正しい短冊形の土地が何重にも反復する珍しい景観を生み出して

いる点も評価されました。
江戸時代、生きるために農家に土地を平等に割振り、各農家が独立して営農
できるようにした仕組みが、360 年以上経った現在、国際社会で高い評価を
受ける結果になったわけです。この仕組みを10 世代以上にわたって懸命に維

持してきた各農家の努力にも畏敬の念を覚えます。

【参考にした土地利用デザイン】
➊�道に近いところに住居を立て奥

に向かって農業ができる
➋奥の尾根筋に防風林を造成
➌�植林と農業経営の組み合わせ

「武蔵野の落ち葉堆肥農法」の評価「武蔵野の落ち葉堆肥農法」の評価

チリでの砂漠化の防止チリでの砂漠化の防止

気候変動
絶
滅
の
速
度

生物圏の一体性

土地利用変化

生物地球科学的循環

リ
ン 窒
素

新規化学物質

成層圏オゾン
の破壊

大気エアロゾ
ルの負荷淡水利用

海洋酸性化

生態系機能の消失

ヤマヤマ
（平地林）（平地林）

屋敷地屋敷地

畑地畑地植林植林

住宅集落住宅集落

畑作地畑作地
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